
最
近
、
私
は
何
故
か
深
夜
に
眼
が
醒
め
る
よ
う

に
な
っ
た
。
特
に
就
寝
前
に
酒
を
飲
ん
だ
日
が
多

い
。
膀
胱
が
排
尿
の
衝
動
を
感
じ
、
注
意
を
喚
起

す
る
あ
る
種
老
化
現
象
の
兆
し
で
あ
ろ
う
か
？
そ

の
日
も
焼
酎
の
お
湯
割
り
を
多
目
に
戴
い
て
床
に

就
い
た
。
午
前
二
時
を
廻
る
こ
ろ
、
ふ
と
目
覚
め

て
ま
た
ト
イ
レ
に
起
き
て
し
ま
っ
た
。
何
気
な
く

点
け
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
衛
星
第
２
Ｔ
Ｖ
か
ら
、
聞
き

覚
え
の
あ
る
サ
ウ
ン
ド
が
流
れ
、
大
き
な
森
に
囲

ま
れ
た
丘
陵
の
画
像
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

「
こ
れ
は
ジ
ョ
ウ
ー
ジ
・
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
だ
！
」

広
大
な
森
の
一
角
に
切
り
開
か
れ
、
緑
色
の
屋

根
を
し
た
異
国
の
野
外
円
形
劇
場
に
カ
メ
ラ
は
パ

ン
で
寄
っ
て
行
っ
た
。
身
体
を
揺
す
る
仕
草
と
、
時
折

髪
を
掻
き
揚
げ
て
は
首
を
傾
け
な
が
ら
棒
を
振
る
、
ベ
ル

リ
ン･

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
の
指
揮
者
は
、
ま

ぎ
れ
も
な
き
「
世
界
の
オ
ザ
ワ
」
小
澤
征
爾
の
勇
姿
に

違
い
な
い
。
丘
に
は
、
思
い
想
い
の
姿
勢
で
く
つ
ろ

ぐ
、
二
万
人
以
上
の
群
集
が
い
た
。
カ
メ
ラ
は
、
ピ
ク

ニ
ッ
ク
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
毛
布
な
ど
を
持
っ

て
、
幼
い
子
供
を
交
え
て
憩
う
老
若
男
女
の
姿
を
映
し
出

し
て
い
た
。
そ
れ
が
、
ベ
ル
リ
ン
郊
外
に
あ
る
今
大
人
気

の
ヴ
ァ
ル
ト
ビ
ュ
ー
ネ
野
外
音
楽
堂
で
あ
る
と
後
で
知
っ

た
。
曲
目
は
小
澤
征
爾
指
揮
の
「
パ
リ
の
ア
メ
リ

カ
人
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
は
、
ス
テ
ー
ジ
全

面
の
、
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト
と
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
奇

異
だ
っ
た
。
で
も
そ
の
準
備
の
意
味
が
、
直
ぐ
に

私
に
は
理
解
で
き
た
。
三
人
の
黒
人
演
奏
者
が
、
晴
が

ま
し
く
舞
台
の
袖
で
出
番
を
待
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

一
曲
目
が
終
え
て
退
場
し
た
小
澤
征
爾
が
、
今
度
は
、

一
人
の
黒
眼
鏡
の
黒
人
の
腕
を
取
る
よ
う
に
し
て
、
介

添
え
し
な
が
ら
再
登
場
し
て
き
た
。
あ
と
に
従
う
二
人

は
ベ
ー
ス
の
ロ
ー
ラ
ン
ド･

ゲ
リ
ン
と
ド
ラ
マ
ー
の
ジ
ェ

イ
ソ
ン･

マ
ル
サ
リ
ス
で
、
ピ
ア
ノ
の
前
に
誘
導
さ
れ
た

盲
目
の
演
奏
家
こ
そ
、
マ
ー
カ
ス
・
ロ
バ
ー
ツ
そ
の
人
で

あ
っ
た
。
二
曲
目
は
「
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
ブ
ル
ー
」

で
、
あ
の
独
特
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
グ
リ
ッ
サ
ン
ド

奏
法
で
曲
は
始
ま
っ
た
。
ジ
ャ
ズ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の

熱
い
融
合
、
正
に
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
と
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の

間
に
繰
広
げ
ら
れ
た
、
丁
々
発
止
の
興
味
深
い
ジ
ャ
ム
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
も
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
音
楽
監
督
の

「
世
界
の
オ
ザ
ワ
」
の
心
肉
い
粋
な
演
出
で
も
あ
っ
た
。

曲
目
は
次
の
順
序
で
演
奏
さ
れ
た
。

パ
リ
の
ア
メ
リ
カ
人
（
管
弦
楽
）

ラ
プ
ソ
デ
ィ･

イ
ン･

ブ
ル
ー
（
共
演
）

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
ヘ
調
（
共
演
）

コ
ー
ル･
ア
フ
タ
ー･

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
（
Ｐ
ト
リ
オ
）

ス
ト
ラ
イ
ク･

ア
ッ
プ･

ザ･

バ
ン
ド
（
管
弦
楽
）

ア
イ･

ガ
ッ
ト･
リ
ズ
ム
（
Ｐ
ト
リ
オ
）

ベ
ル
リ
ン
の
風
（
管
弦
楽
、
作
曲
：
パ
ウ
ル
・
リ
ン
ケ
）

初
夏
の
気
軽
な
ベ
ル
リ
ン
風
物
詩
の
ご
と
き
、
日
没
前

後
の
時
間
を
挿
ん
で
進
行
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
、
ド
イ
ツ
の

森
の
野
外
劇
場
に
織
り
成
す
幻
想
的
な
光
の
彩
、
森
の
木
々

の
さ
ざ
め
き
と
群
集
の
中
で
明
滅
す
る
蝋
燭
の
灯
り
・
・
・
。

そ
れ
は
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
と
て
も
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
な
雰
囲
気
の
中
で
進
行
す
る
、
あ
る
面
羨
ま
し
い
ほ
ど

に
贅
沢
な
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

Ｐ
ト
リ
オ
と
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
共
演
で
は
、
時
に
ジ
ャ

ズ
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
呑
み
込
む
場
面
を
観
た
。
マ
ー
カ
ス
・

ロ
バ
ー
ツ
の
鍵
盤
上
を
走
る
指
か
ら
、
自
由
奔
放
な
ア
ド

リ
ブ
の
調
べ
が
無
限
に
弾
き
だ
さ
れ
た
。
熱
狂
し
た
聴
衆

は
、
口
笛
を
吹
い
て
全
盲
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
演
奏

に
呼
応
し
た
。
ジ
ャ
ズ
の
領
域
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
管
弦
楽
の

限
界
を
そ
こ
に
感
じ
さ
せ
て
い
た
。
Ｐ
ト
リ
オ
の
独
壇
場

は
、
ジ
ャ
ズ
の
名
曲
「
ア
イ･

ガ
ッ
ト･

リ
ズ
ム
」
で
も
遺

憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
。
し
か
し
最
後
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
が

見
事
に
巻
返
し
て
い
た
。
何
と
い
っ
て
も
聴
衆
を
酔
わ
せ

た
の
は
、
圧
巻
の
「
ベ
ル
リ
ン
の
風
」
で
あ
る
。
聴
衆
は

「
世
界
の
オ
ザ
ワ
」
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
員
が
総
立

ち
と
な
っ
て
曲
に
合
せ
て
足
を
踏
み
鳴
ら
し
、
手
拍
子
を

と
り
指
笛
を
鳴
ら
し
、
子
供
を
肩
車
し
て
場
内
を
踊
り
回
っ

た
。
あ
た
か
も
、
ド
イ
ツ
の
夜
の
帳
の
中
で
、
二
万
人
を

呑
み
込
ん
だ
『
深
い
森
の
舞
台
』
全
体
が
、
歓
喜
と
興
奮

の
坩
堝
と
化
し
て
大
き
く
揺
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

ジ
ョ
ウ
ー
ジ･

ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
（
一
八
九
八
～
一
九
三
七
）

と
言
え
ば
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、
舞
台
演
劇
、
ポ
ッ
プ
ス
界

を
股
に
か
け
て
活
躍
し
た
ア
メ
リ
カ
が
生
ん
だ
大
作
曲
家

で
あ
る
。
ラ
グ
タ
イ
ム
か
ら
ジ
ャ
ズ
へ
の
黒
人
音
楽
を
こ

よ
な
く
愛
し
、
一
九
一
九
年
「SW

AN
EE
(

ス
ワ
ニ
ー)

」
の

大
ヒ
ッ
ト
が
転
機
と
な
っ
て
世
に
出
た
人
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
ト
イ
レ
の
つ
い
で
に
、
か
く
し
て
深
夜
の
午
前

二
時
か
ら
四
時
ま
で
、
二
０
０
三
年
六
月
二
九
日
収
録
の

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
映
像
を
、
私
は
感
涙
し
な
が
ら
観
る
は

め
と
な
っ
た
。
早
朝
新
聞
で
確
認
す
る
と
、
や
は
り
「
ピ

ク
ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
番
組
欄
に
記
さ
れ
て
い
た
。

折
り
し
も
、
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
が
、
年
間

安
打
数
で
ジ
ョ
ー
ジ
・
シ
ス
ラ
ー
の
８
４
年
前
の
２
５
７

本
に
あ
と
一
本
と
大
手
を
か
け
、
前
人
未
踏
の
２
５
９
本

の
新
記
録
樹
立
と
い
う
歴
史
的
快
挙
が
シ
ア
ト
ル
か
ら
報

じ
ら
れ
る
十
数
時
間
前
、
十
月
二
日
の
Ｂ
Ｓ
深
夜
放
送

の
で
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

了
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ジ
ャ
ズ
随
想
録

平
成
十
六
年
十
月
三
日
記
す

あ
る
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

た
な
か
踏
基


